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	ドローン（肥料散布）導入成功のためのチェックリスト
	内容
	ドローン（肥料散布）導入成功のためのチェックリスト
	 農作業安全のための指針を確認した。
	 農作業安全のための指針

	 無人航空機による農薬等の空中散布に関する情報を確認した。
	 無人航空機による農薬等の空中散布に関する情報

	 ドローンが登録されているか。
	 2022年6月20日から、農業用ドローン等100グラム以上の無人航空機の登録化が義務化された。
	 2022年6月20日から、農業用ドローン等100グラム以上の無人航空機の登録化が義務化された。

	 国土交通省の許可と承認を取っているか。
	 ドローンで農薬散布するためには、航空法で規制されている「危険物輸送」と「物の投下」に該当するため、国交省からの飛行承認を必ず得る必要がある。

	 肥料散布に適合した機体か確認した。
	 散布予定の肥料で想定される散布重量を算出した。
	 導入予定機の最大離陸重量を確認した。
	 導入予定機の最大タンク容量を確認した。
	 現場までの輸送方法を確認した。
	 現場には離着陸できる平坦な場所がある。
	 想定している運用方法に対して十分な数のバッテリーを確保した。
	 操作に習熟した操縦者を確保した。
	 事前に散布計画を策定する。
	 現場の気象条件を把握している。

